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　含酸素揮発性有機化合物（Oxygenated Volatile Organic Compounds; OVOCs）は大気の酸化能力や気候に

重要な影響を及ぼすことが知られている。OVOCsの中には海洋大気中に多く存在する化合物があり、海洋大気

境界層における二次有機エアロゾル(SOA)生成の鍵となる前駆物質としても働く。海洋表層で生成されたエア

ロゾルは雲粒や氷晶核の生成等を通して領域的な放射収支や生物地球化学的な物質循環に影響を与える。さら

に大気中でのOVOCsやエアロゾルの反応には、熱帯海洋域からの放出が重要なハロゲンの反応も深く関与して

いる。しかしながら、現状の大気モデルは特に熱帯海洋域において OVOCsやSOA の収支を過小評価する傾向

にある。これは主に熱帯海洋域におけるOVOCs/エアロゾル/ハロゲン類の観測が極めて少ないことに起因して

いる。 

　熱帯海洋表層から放出される大気成分の中でも鍵となるOVOCs・エアロゾルの全球収支を正しく見積も

り、大気諸反応における役割を理解するため、国際共同フィールド観測をインド洋上・レユニオン島のMaïdo

観測所 (海抜高度2,200m) で行うことが計画されている。観測プロジェクトは2018年3月–6月に計画されてお

り、高時間分解能現場観測・オフライン観測、人工衛星観測、上記の大気化学に関わるモデル計算を統合した

研究計画である。観測期間中のエアロゾル観測は、海洋大気境界層・自由対流圏の各条件下での時間変動等か

らサブミクロン粒子への海洋微生物起源の寄与を評価し、その変動要因を明らかにすることを目的としてい

る。発表では、プロジェクトの詳細な研究計画を紹介する。
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